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研究成果の概要（和文）：成人吃音の包括的評価法を確立するために、(1)面接調査に基づく質問紙(NBAS)の開
発、(2)海外既存の質問紙の日本語版（OASES-A-J）の作成・標準化を行なった。両質問紙を吃音のある成人118
名を対象に実施した結果、成人期以前の、いじめ・からかいへの支援、自助グループの紹介、何かに打ち込める
経験のサポートが、成人期における吃音による困難度を軽減しうる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of establishing comprehensive evaluation method of adult who
 stutter, I conducted (1) development of questionnaire based on interview survey (NBAS) and (2) 
translation into Japanese and standardization in Japanese people who stutter about Overall 
Assessment of Speaker’s Experience of Stuttering for Adults (OASES-A). As the results of conducting
 these questionnaires for 118 adults who stutter, it was shown that some supports before adulthood, 
such as protecting from bullying and teasing, introduction to self-help group, and supporting for 
their experience to devote themselves into something, might reduce the difficulties on stuttering in
 adulthood. 

研究分野： 言語聴覚療法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）吃音とは 
発達性吃音は、幼児期に発症率５％でみら
れる発話障害の一つであり、詳細な原因と病
態は未だ不明である。その７〜8 割は成長と
ともに治癒・回復すると言われている（Yairi 
& Ambrose,2005; Mansson, 2000）が、成人
期まで残存する者も存在し、成人における吃
音の有病率は約１％である。成人吃音者は、
長年にわたり発話の失敗経験を重ねた結果、
吃音、さらには発話への恐れなどの心理的反
応や、発話の回避などの二次的問題を抱えて
いる。これらの問題は発話症状そのものより
も大きな問題となって吃音者の対人関係や
社会参加に影響を及ぼし、自己効力感と生活
の質（QOL）を低下させている。 
 
（2）吃音の評価法とその問題点 
吃音の問題の評価においては、近年、全て
の側面を包括的に捉える評価概念が世界的
にも一般的になっており、評価に Cognitive, 
Affective, Linguistic, Motor, Social の 5 
つの観点を取り入れる CALMS モデル（Healey, 
2004）や国際生活機能分類(International 
Classification of Functioning, Disability 
and Health；ICF（WHO, 2001）） の考えに基
づいて包括的に吃音を評価する質問紙
（Yaruss & Quesal,2010）なども存在する。
しかし、日本には成人吃音の問題を包括的に
捉える評価法が存在しない。 
 
（3）吃音の治療・支援法とその問題点 
吃音の治療には発話面へのアプローチを中
心としつつ、吃音にまつわる感情や態度も扱
っていくような統合的アプローチ
（integrated approach）が一般的になって
いる（Guitar,2006）。近年、吃音と社交不安
障害の関係が報告される（Packman & Onslow, 
2009; Iverach et. al., 2011）のと同時に、
成人の吃音の問題は発話症状そのものより
も本人の吃音に対する感情や考え方、また吃
音を避けようとする行動面に存在すること
が改めて注目されるようになり、心理療法で
ある認知行動療法を発話の直接的訓練と組
み合わせた吃音の治療研究（Menzies et al., 
2009; Beilby et al., 2012）が見られるよ
うになってきた。日本でも吃音と社交不安と
の関連が報告されつつあるが（吉澤ら，
2013；菊池ら,2013）、その支援は海外の数少
ないエビデンスに頼りながらの手探り状態
である。日本においても吃音の包括的な支援
に関するエビデンスを蓄積し、支援法を確立
させる必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、QOL のような当事者の生活全般
に及ぶ吃音の影響を軽減する吃音治療・支援
法を日本において普及させることを目的と
する。そのために、(1)成人の吃音を、発話症
状、心理・認知、社会参加など多側面から、

包括的に評価する方法を確立すること、 (2)
その評価法に基づき、科学的根拠を有する治
療法・支援法を確立することを目標とする。 
 
３．研究の方法 
＜成人吃音の評価法確立の研究＞ 
(1)吃音のある成人への面接調査より、成人
吃音の問題の一端を示した研究（酒井・森，
2013）に基づいて、吃音の問題を包括的に捉
える質問紙（試案）を作成する。 
 
(2)質問紙（試案）を 20名程度の吃音のある
成人に実施する（予備調査）。質問紙の結果
が支援法の選択・決定の一資料となりうるか
を検討するため、対象者のクラスタ分析を実
施する。 
 
(3)予備調査の結果に基づき、調査用紙を修
正し、再度吃音のある／ない成人を対象に質
問紙を実施する。回答結果に基づき、項目分
析や信頼性・妥当性の検討行う。質問紙（最
終版; a narrative-based assessment tool 
for stuttering (NBAS)）を完成させる。 
 
(4)日本独自の評価法の開発と並行して、海
外と同様の基準で吃音の問題を評価するた
めに、海外で広く使用されている既存の質問
紙(Overall Assessment of Spearker's 
Experience of Stuttering; 0ASES, Yaruss& 
Quesal, 2010)の日本語版の作成を行う。 
 
＜成人吃音の治療・支援法確立の研究＞ 
(1)現在国内外で報告されている治療・支援
法を整理する。 
 
 その後、NBAS の結果を元に、治療・支援法
の決定・実施を行い、その介入効果の評価を
行う予定であったが、介入の進捗状況や症例
の個人的事情により、研究期間中に介入効果
の分析まで到達しないという問題が浮上し
た。問題解決のために、介入内容をパッケー
ジ化した短期のグループセラピーの実施に
おいて、NBAS を実施し、その回答傾向と介入
効果の関連を調べようと試みたが、これも対
象者 9名の回答が類似する、全員に介入効果
が認められた、という結果に終わった。そこ
で、以下の通り方法を変更した。 
 
(2) NBASにおける過去の経験に関する質問と、
OASES-A-J(現在の吃音による困難さ)との関
連を明らかにし、成人期以前の望ましい支援
について検討する。 
 
４．研究成果 
＜成人吃音の評価法確立の研究＞ 
(1)酒井・森（2013）に基づき、全 113 項目
から成る質問紙（試案）を作成した。 
 
(2)質問紙（試案）を 20名の吃音のある成人
に対し実施した。4セクションの得点傾向か



ら対象者を群分けするために、クラスタ分析
を行った結果、4つのクラスタに分類され
た。クラスタごとの各セクション得点の平
均プロフィールを作成したところ、I群は全
般的に困難度が高い群、II群は特定の場面で
症状が顕著な群、III 群は困難度が軽度で比
較的適応している群、IV 群は回避により生活
上の困難を感じている群と推測された。こ
の結果から、評価法試案は、吃音のある成
人を発話、心理、行動、社会参加等の総合
評価によって下位分類できることが示され、
それをもって支援法の選択補助ツールとし
て機能し得ると判断した。 
 
(3) 修正を行った改訂版(全 123 項目)を 116
名の吃音のある成人を対象に実施した。有効
回答数 102 のデータに関し、各下位セクショ
ンにおける信頼性係数(α係数)を算出した
ところ 16の下位セクション中 13下位セクシ
ョンにおいて、α> 0.7 となり内的整合性が
確認された。さらに、再テスト法による信頼
性の確認、併存的妥当性や構成概念的妥当性
の検討を行った。再テスト法の施行間の相関
は、各セクションにおいて r = 0.67〜0.89 
となり、概ね信頼性がある と判断された。
妥当性については、質問紙の各セクション
が改訂版エリクソン・コミュニケーション態
度尺度(S-24, Andrews & Cutler, 1974)や自
身の発話に対する 10 段階評価(SA スコア, 
Huinck & Rietveld, 2007)と有意に相関して
いること(r = 0.4〜0.82) 、また、セクショ
ン間の相関よりセクション内の内的整合性
が高い値を示していることを示し、併存的
妥当性、構成概念的妥当性を確認した。内
的整合性が低かった下位セクション(α = 
0.44)については、別のセクションへ項目を
移すなどの調整を行い、臨床場面 にて実施
可能な形とした。 
 
(4)翻訳、逆翻訳、著者との協議の順で作業
を進め、日本語版 OASES-A（OASES-A-J）を作
成した。吃音のある成人 200 人を対象に
OASES-A-J 実施し、信頼性・妥当性の検討を
行った。各下位セクションにおける信頼性係
数(α係数)を算出したところ、α =0.80〜
0.98 の高い内的整合性が確認された。S-24
や SA scale との相関は、r = 0.56〜0.74 と
なり、併存的妥当性が確認された。200 人の
データについて海外と比較したところ、日本
人は「日常におけるコミュニケーション」以
外のセクション「基本的情報」「吃音への反
応」「生活の質」において、セクション得点
（吃音による困難度）が有意に高いことが示
された。 
 
＜成人吃音の治療・支援法確立の研究＞ 
(1)質問紙を実際の臨床場面へ導入するため、
各項目、下位セクション、セクションに対応
する形で、現行の吃音治療・支援法を整理し
た。吃音臨床の歴史において古くから使用さ

れている流暢形成法や吃音緩和法に加え、認
知行動療法の要素を取り入れた。 
 
(2) NBASで測定される「いじめを受けた経験」
については、ある者はない者に比べ、
OASES-A-J における日常のコミュニケーショ
ンの困難度と、流暢性への注意の割合が有意
に高かった（p = 0.034, p = 0.035）。いじ
めの経験のある者を、さらに友人に庇っても
らった経験の有無によって分類し、いじめ経
験のない群も含め 3群で比較したところ、い
じめられかつ庇ってもらったことがない者
は、いじめの経験がない者より、日常でのコ
ミュニケーションの困難度が高いことに加
え、自身の吃音へ否定的に反応していた（p = 
0.038, p = 0.031）。また、自助グループへ
の参加経験がない者はある者に比べて、自身
の吃音へ否定的反応を示し（p = 0.015）、自
己肯定感／自己効力感に関与すると考えら
れる「人に認められる経験」や「何かに打ち
込む経験」は、現在の吃音のインパクトやコ
ミュニケーション態度などと有意に相関し
ていた（r = 0.22-0.37）。いじめ・からかい
への支援、自助グループの紹介、何かに打ち
込める経験のサポートが、吃音のある児
童・青年への有効な支援となる可能性が示
された。 
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